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聖地における祖先供養
─『トリスタリーセートゥ』368-405の和訳と註解─

宮　本　久　義

Ⅰ．はじめに

　ヒンドゥー教の聖地関連文献のなかで最も重要な文献の一つと考えら
れているのが Tristhalīsetu である。Tristhalīsetu は、「三聖地に架ける
橋」というほどの意味で、「総論」（Sāmānya-praghat

・
t
・
aka）および北

インドの 3 つの重要な聖地であるカーシー（Kāśī、現在のヴァーラーナ
スィー）、プラヤーガ（Prayāga、現在のアッラーハーバード）、ガヤー

（Gayā）を論じる 3 章を合わせ、全 4 章から構成されている。作者の
Nārāyan

・
a Bhat

・
t
・
a は16世紀にヴァーラーナスィーで活躍した学者で、

プールヴァ・ミーマーンサー学派の学統に連なり、同学派の教典に対す
る註釈書や、ミーマーンサーの豊富な知識を援用した聖地関連の書物を
残している。前回の『東洋学論叢』（37号）では、総論のなかの第11章「聖
地巡礼の規則」の和訳と註解を試みたが、今回は第19章「聖地における
祖先供養」（tīrtha-śrāddha）を取り上げる。総論の全28章のうち祖先
供養に関する章は 7 章であるが、長さでは全体の三分の一を占める。聖
地において為すべきことのなかで、祖先供養がいかに重要であるかが、
それによってもうかがえる。‘śrāddha’ は祖先への供養儀礼以外にも用
いられる言葉であるが、それらの儀礼のなかでも祖先供養が重視されて
おり、一般的に「祖霊祭」と訳されることが多い。しかし本論文では、「祖
霊祭」という言葉よりわかりやすいと思われる「祖先供養」という言
葉を用いることとした。テクストは、1985年に Richard Salomon が 8
本の写本をもとに新たに校訂し、英訳を付して出版した The Bridge to 
the Three Holy Cities: The Sāmānya-praghat

・
t
・
aka of Nārāyan

・
a Bhat

・
t
・
a’s 

Tristhalīsetu. を使用した。
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　第19章でどのような問題が扱われているのかが理解しやすいように、
［Salomon 1985：xxxiii-xxxiv］をもとに、簡単な梗概を記しておく。

1 ）�368-376：祖先供養に適した聖地が列挙され、またそこでは特別な
効果が得られることが述べられる。

2 ）�377-380. 1 ：他人が所有する場所では祖先供養の功徳が破壊される
が、聖地や自然の清浄な場所は所有者がいない特別な場所とされる。

3 ）�380. 2 -388. 1 ：祖先供養は沐浴と献水儀礼が行われたあとすぐにな
されるべきで、時間やその他の要因（障害）を考慮する必要がない
ことが述べられる。

4 ）�388. 2 -389.10：祖先供養をすぐに行えないときは、翌日におこなっ
てもよいことが述べられる。

5 ）�389.11-13：それの例外が述べられる。
6 ）�389.14-393. 4 ：一般的な祖先供養の時間の禁則は、聖地における祖

先供養の場合には適用されないことが確認される。
7 ）�393. 5 -400：ピンダ（団子）献供に関する禁則も、聖地における祖

先供養の場合には適用されないことが述べられる。
8 ）�400. 1 - 4 ：しかし、上記のことは、聖地に意図しないで到着した

者の場合に限られることが述べられる。
9 ）�400. 5 -401. 2 ：祖先供養の時間に関する特例が述べられる。
10）�401. 3 -405：聖地における祖先供養では、招かれるブラーフマナを

選定してはならないことが述べられる。

　前回も記したが、Salomon の英訳はたいへん役に立ったが、引用符の
付け方が曖昧な箇所が多数あり、そのため自説と異説との区別が判別し
にくいという問題点があった。そのような場合は、英訳にない【自説】、

【異説】という言葉を適宜示して、理解しやすいよう試みた。なお、本
文中の引用聖典の出典箇所は Salomon による。また、脚註で参照した『マ
ヌ法典』の翻訳は、渡瀬信之氏のものを利用させていただいた。

Ⅱ．「聖地における祖先供養 （tīrtha-śrāddha）」試訳ⅰ

『パドマ・プラーナ』（Padmapurān
・
a）の「世界創造の章」（Sr

・
s
・
t
・
ikhan

・
d
・
a）
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において、

《368》聖地・祭場・牛舎において、また島々・林園・家々において、清
浄な場所・油で聖別された場所において、知者は祖先供養（śrāddha）
を捧げるべきである。

（Padmapurān
・
a. Sr

・
s
・
t
・
ikhan

・
d
・
a 9. 138c─139b）

『パドマ・プラーナ』と『マツヤ・プラーナ』（Matsyapurān
・
a）において、

「プシュカラカ（Pus
・
karaka）という名の聖地」（Matsyapurān

・
a. 22.65a）

などをはじめとする様々な聖地を列挙したあとに、〔次のように〕述べる。

《369》これらの聖地において〔行われる〕祖先供養は、千万倍の〔高
い〕効果があるので、〔人は〕聖地において祖先供養を熱心に行う
べきである。

（Matsyapurān
・
a. 22.81a; Padmapurān

・
a. Sr

・
s
・
t
・
ikhan

・
d
・
a 11. 84a-b, 85a-b）

『クールマ・プラーナ』（Kūrmapurān
・
a）において、

《370》しかし、〔特定の〕場所にとっては、効果（pun
・
ya、善行）

は特に計り知れないであろう。ガヤー（Gayā）での祖先供養
は永遠である。〔同様に〕プラヤーガ（Prayāga）、アマラカン
タカ（Amarakan

・
t
・
aka）において、また、ヴァラーハパルヴァ

タ（Varāhaparvata）と、特にガンガー（Gan・gā） において、特
に、シヴァ（Hara）神自身が居るヴァーラーナスィー（Vārān

・
asī）

において、そして、ガンガードヴァーラ（Gan・gādvāra）、プラ
ヴァーサ（Prabhāsa）、ビルヴァカ（Bilvaka）、ニーラパルヴァタ

（Nīlaparvata）、クルクシェートラ（Kuruks
・
etra）、クブジャーム
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ⅰ	  この章は、2012年度の東洋大学大学院の前期（春学期）の講義で使用したもので
ある。受講生は、藤山覚一郎、澤田容子、三澤祐嗣、井原知子、堤博枝、尾上海、
および虫賀幹華（東京大学大学院・宗教学）の院生諸君で、本試訳には彼らの有益
なアドヴァイスやコメントが反映されている。この場をお借りして謝意を表したい。
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ラ（Kubjāmra）、ブリグトゥンガ（Bhr
・
gutun・ga）、ヒマーチャラ

（Himācala）において、そして、ケーダーラ（Kedāra）、パルグティー
ルタ（Phalgutīrtha）、さらにナイミシャーラニヤ（Naimis

・
āran

・
ya）

において、特にサラスヴァティー（Sarasvatī）において、特にプ
シュカラ（Pus

・
kara）において、ナルマダー（Narmadā）、クシャーヴァ

ルタ（Kuśāvarta）、シュリーシャイラ（Śrīśaila）、バドラカルナカ
（Badrakarn

・
aka）において、特にヴェートラヴァティー（Vetravatī）

において、特にゴーダーヴァリー（Godāvarī）において、これらの
場所や、またその他の聖地において、また水辺、川岸において、祖
先たちは常に満足する。

（Kūrmapurān
・
a. 2 . 20. 28c-29b, 32-36）

『ヴィシュヌ〔・スムリティ〕』において、

《371》プシュカラにおける祖先供養と、念誦、献供、苦行は不滅である。 
プシュカラにおいては、沐浴しただけの者でも、あらゆる罪障から
解放される。

（Vis
・
n
・
usmr

・
ti. 85. 1 - 3 ）

と説かれ、

同様に、他の聖地、素晴らしい川、合流点、源泉、水辺、草むら、
せせらぎ、森、林においても〔あらゆる罪から解放される〕。

（Vis
・
n
・
usmr

・
ti. 85. 57-85）

などと〔言われている〕。

（ 1� ）＜源泉＞（prabhava）とは、川が発生する場所である。＜素晴ら
しい川、合流点においても＞というように、自然が説かれているが
ゆえに。

デーヴァラ（Devara）〔曰く〕、

《372》祖先供養の〔行われる〕聖なる場所は、ガヤー、ガンガー、サ
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ラスヴァティー、また、クルクシェートラ、プラヤーガ、ナイミシャ、
プシュカラである。さらに、川岸や聖地、山、川辺、人気のない場
所において、祖先たちはそこで〔供養・供物を〕与えられることに
よって満足を得るⅱ。

シャンカ（Śan・kha）〔曰く〕、

《373》ヴァーラーナスィー、クルクシェートラ、ブリグトゥンガ、ヒマー
ラヤ、ナルマダーとバーフダー（Bāhudā）の岸辺において、一切
は永遠となる。同様に、ガンガードヴァーラ、プラヤーガ、ナイミ
シャ、プシュカラ、サンニヒティー（Sam

・
nihitī）、ガヤーにおいて、

一切は不滅となる。
（Śan・khasmr

・
ti. 194）

（ 1� ）ここで、一般的に、まさに聖地における祖先供養を規定する言葉
の力によって、あらゆるところで（どこにおいても）祖先供養は行
われるべきであるが、しかし、〔上記のような特定の聖地が〕特別
に称賛されるのは、〔例えば〕「力を得んと欲する者（indriyakāma）
はヨーグルトを用いて〔儀礼を行うべし〕」などと〔言われる〕よ
うに、補助的なものと果報との結合の規定（gun

・
aphalasambandha-

vidhāna）があるためである。
（ 2 �）しかし、〔これは〕別の祖先供養の特定の規則（viśis

・
t
・
aśrāddhāntara- 

vidhi）ではない。〔もしそうであるなら、〕意味の超過（深読み）に陥っ
てしまうから。〔すなわち〕「ソーマを用いて儀礼を行うべし」という 

〔句〕などのように、唯一の可能な解釈ではないからである。

『ヴァーユ・プラーナ』では、聖地を列挙したあとに〔以下のように述
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ⅱ	『マヌ法典』 3 . 207では、次のように説かれている。
　avakāśes・u coks・es・u nadītīres・u caiva hi,
　viviktes・u ca tus・yanti dattena pitarah・ sadā.

　「なぜならば、祖霊たちは、常に、清浄な場所、川岸、人気のない場所で与えら
れたものに満足するからである。」［渡瀬 1991 : 111］
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べる〕。

《374》同様に、他の聖地において祖先供養を執行する人々は、沐浴し、
その後、儀軌に従って〔供養・供物を〕捧げれば、浄化される。

《375》＜与えてから＞（dattvā）とは、献水儀礼（tarpan
・
a）の規則

として述べられた方法で、ゴマ入りの水（tilodaka）を与えてから…、

と〔いう意味であると〕『スムリティラトナーヴァリー』（Smr
・
tiratnāvalī） 

に〔説かれている〕。

『ヴィシュヌダルモーッタラ〔・プラーナ〕』（Vis
・
n
・
udharmottara［purān

・
a］）

においては、

《376》地面の清めなどがなされた、南に傾斜した場所（daks
・
in

・
āpravan

・
e 

deśe）ⅲや聖地などや、または家において、熱心に祖先供養が行われ
るべし。

しかしそれに関して『ヤマ〔・スムリティ〕』（Yama［smr
・
ti］）は、〔次の

ように説く〕。

《377》他人が所有する場所において、祖先に〔供物ないし儀礼を〕捧
げる者は、その土地の所有者の祖先によって、祖先供養〔の功徳〕
が破壊される。

同様に、『ブラフマ・プラーナ』（Brahmapurān
・
a）において、

《378》他人の家で、自身の祖先を満足させる愚かな者の〔捧げた供物
ないし祖先供養を〕、その土地の所有者である祖先は、力によって
奪う。それゆえ、最初の部分を彼らに与えるべし。そして生者たち
には使用料を払うべし。
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（ 1� ）＜彼らに＞（tebhyah
・
）〔すなわち〕、その土地の所有者の祖先に、

自身の物の（svīyadravyasya）残されたもの（utsr
・
s
・
t
・
a）が与えられ

るべし〔ということである〕。
（ 2 �）＜生者たちにとって＞（jīvatām）〔すなわち〕、所有者たちに、使

用料（mūlya）が与えられるべしということである。
（ 3 �）そこ（それらの文章）において、他人が所有する場所や他人の家

などは禁止されている。しかし、聖地などは〔禁止されて（避けら
れて）いない。それらは誰にも所有されていないからである。〔これ
に関して〕『クールマ・プラーナ』において次のように言われている。

─ 164 ─

ⅲ	 祖先供養執行に適する場所として、「南に傾斜した場所」は、『マヌ法典』や『ヤー
ジュニャヴァルキヤ法典』に記述されている。
　daks

・
ināpravan

・
am

・
 caiva prayatnenopapādayet. （Manusmr

・
ti 3 . 206cd）

　「そして注意深く南面を傾斜させるべし。」［渡瀬 1991：111］
　pariśrite śucau deśe daks

・
in

・
āpravan

・
e tathā. （Yājñvalkyasmr

・
ti 1 . 224cd）

　「遮蔽された、清浄で、南に傾斜している場所に。」［井狩 2002：54］
　さらに、受講生の虫賀幹華さんから、『アーシュヴァラーヤナ・グリヒヤスートラ』
2 . 5 . 2 、『ゴービラ・グリヒヤスートラ』 4 . 2 .23、『カーディラ・グリヒヤスート
ラ』 3 . 5 .10にも記述があることを教えていただいた。虫賀さんは、これらはすべて

「アンヴァシュタキャanvas
・
t
・
akya」という儀礼規則を述べる部分で確認されたとし

て、それに関する覚書「シュラーッダ執行に適するとされている場所に関する考察①」
（2012. 4 .27）を作成してくれた。その一部を以下に転載しておく。
　「「アンヴァシュタキャ」とは、グリフヤスートラにおいてシュラーッダとは異な
る祖先祭祀の形態として設定されていたものである。これは黒分の第 8 日目（毎月
ではなく、マールガシールシャmārgaśīrs

・
a 月、パウシャpaus

・
a 月、マーガ māgha

月、パールグナ phālguna 月の各月。ただ、パールグナ月を入れず 3 回としたり、 1
回のみのエーカーシュタカーを伝える文献もある。）に行うべきとされたアシュタ
カーas

・
t
・
akā の翌日の儀礼として定められており、ブラーフマナやシュラウタスート

ラの祖先祭祀「ピンダピトリヤジュニャpin
・
d
・
apitr

・
yajña」の方法で行うようにと指示

される。永ノ尾信悟によれば、グリフヤスートラ文献内で主要な祖先祭祀の方法が、
より古い伝統であるピンダピトリヤジュニャを引き継いだアンヴァシュタキャから
シュラーッダに移っていく傾向が読み取れ、それが、シュラーッダのみが残る後代
の流れに続く兆候を示す（永ノ尾信悟「グリフヤスートラ文献にみられる儀礼変容」

『東洋文化研究所紀要』118号、1992）。ここで推測できるのは、「南に傾斜した場所」
という指定は非常に古くから見られるのではないかということである。」
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《379》森や川岸はすべて聖なる〔場所〕であり、すべて所有者がいな
い場所であると言われる。なぜなら、それらにおいては、所有され
ることがないからである。

そしてまた、

《380》森、山、川、聖地、また祭場、自然の窪地、洞穴は、所有者が
いないと知られる。

（ 1� ）＜洞穴＞（gartā）とは、ブラフマヨーニ（Brahmayoni）などの
手の加えられていない特別な場所のことである。

（ 2 �）そしてこの祖先供養は、沐浴と献水儀礼の直後に、遅滞なく行わ
れるべし。

『デーヴィー・プラーナ』（Devīpurān
・
a）では以下のように述べられてい

る─

《381》また、ここでは、水の献供（arghya）と勧請（āvāhana）を伴わ
ない祖先供養が行われるべきである。（406偈と同じ）そしてまさに、
犬、ツルⅳ、ハゲワシ、カラスの視線で破壊されないものが、聖地
における祖先供養であり、祖先達の満足を生みだすものであると説
かれるⅴ。聖地における祖先供養は、〔儀礼に適した〕時間であろ
うとなかろうと、まさに〔聖地に〕到着した人によってすぐに行わ
れるべきである。同様に、祖先たちに向ける献水儀礼もまた。また、
祖先たちがたいへん好むピンダの献供も称賛される。さらに、〔儀
礼を〕遅滞なく行うべきであり、また、妨害をなすべきではない。
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ⅳ	  ‘dhvām
・
ks

・
a’ は、Salomon の英訳では、gull（カモメ）となっている。しかし、カモ

メとすると海辺の聖地に限定されてしまう。Skt. 辞書（Apte）には、crow；beggar；
gull，crane の訳語が挙げられており、一般的には crow（カラス）と訳される。例えば、

『ムリッチャカティカー』第 9 幕、第11詩節に出る ‘dhvām
・
ks

・
a’ は、［Kale 1988：323］

と［Acharya 2009：417］が crow、［岩本 1959：254］が「烏」と訳している。しかし、
当該文章では、‘kāka’（カラス）も挙げられているので、とりあえず「ツル」としておく。



（　�　）

云々と。

（ 1� ）＜まさに〔聖地に〕到着した人によって＞（prāptair eva）とは、
〔儀礼に〕必要な沐浴や献水儀礼などの直後〔という意味である〕。〔何
故なら〕その程度の遅れは、沐浴や献水儀礼などの規定で認められ
ているものであるから。

（ 2 ））聖地の祖先供養においては、〔儀礼を〕禁じられた時間について
の例外もない、とシャンカは言う。

《382》聖地においては、あるいは〔儀礼に必要な〕物が入手できたら、
時間を考慮しなくてもよい。そして、受納者（pātra）のブラーフ
マナ（バラモン）ⅵを得たなら（が見つかったら）、すぐに儀礼を行
うべきである。

ちょうど『マハーバーラタ』の「最初の巻」の中で、アルジュナ（Arjuna）
がアンガーラパルナ（An・gāraparn

・
a、Gandharva の長）に対して〔次

のように言った〕ように。

《383》食事をした者であろうとなかろうと、夜であれ昼であれ、空飛
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ⅴ	『マヌ法典』 3 . 239-240には次のような記述がある。「チャンダーラ、豚、鶏、犬、
月経中の女、去勢者は、ブラーフマナが食べるのを見てはならない。火中への供物
の献供（ホーマ）、布施、食事、また神々あるいは祖霊への供犠において、彼らによっ
て見られたものは効果を生み出さない。」さらに 3 . 241にはその理由が挙げられてい
る。「豚は臭いを嗅ぐことによって供物を破壊する。鶏は羽ばたきの風によって、犬
は視線を落とすことによって、チャンダーラは触れることによって〔供物を破壊す
る〕。」［渡瀬 1991：116］ このように一般的な儀礼においては、不浄とされるものが
避けられるべきであるとされるが、ここでは、聖地における祖先供養の場合は考慮
しなくてもよい、ということである。
ⅵ	  『マヌ法典』 3 . 83に「祖霊のために少なくとも一人のブラーフマナに食事をもて
なすべし。」、とあり、 3 . 125には、「神々〔への供犠〕においては二人、祖霊への供
犠においては三人、あるいは両方ともに一人に食事をもてなすべし。」とある。［渡
瀬 1991：92, 99］ 祖先供養に招くのに相応しい人と排除されるべき人については、 3 . 
124-3. 191に詳しく規定されている。



（　10　）

ぶものよ、川の中で最上のガンジス川に至ったならば、時間の規則
（制約）は全くない、と。

（Mahābhārata 1. 1713. 1）

『チトラパター・マーハートミヤ』（Citrapathāmāhātmya）において〔は、
以下のように言われる〕。

《384》食事をした者であろうとなかろうと、夜であれ昼であれ、さら
にパルヴァン（parvan）ⅶの時であろうとなかろうと、浄らかであ
れ不浄であれ、チトラパター川が見られたときはいつでも、親愛な
る者よ、それ（川）を目にすることが〔儀礼を行うことの〕適切な
根本要因であり、そこでは時間は要因ではない。

（ 1� ）＜不浄である＞（aśuci）とは、不浄なるものによって〔影響を受け
て〕も〔という意味である〕。

それゆえ、パイティーナスィ（Pait
・
hīnasi）は〔以下のように言う〕。

《385》婚礼や到達しにくい場所や祭式〔の最中〕において、旅行中に
おいて、聖地における儀礼においては、そのような誕生に由来する
穢れ（sūtaka）ⅷはない。それゆえ、儀礼や祭式などを行うべきであ
る。（196偈、315偈と同じ）

『カーシーカンダ』（Kāśīkhan
・
d
・
a）において、

《386》適切な時間において、あるいは不適切な時間においてであって
も、聖地においては、祖先供養と献水儀礼を遅滞なく行うべきで、

─ 161 ─

ⅶ	 パルヴァンとは、太陰太陽暦におけるそれぞれの月のうち、新月、黒分第 8 日、
黒分第11日、満月、白分第 8 日、白分第11日を言う。
ⅷ	『マヌ法典』 5 .62bcd には、「誕生によって引き起こされる汚れ（sūtaka）は母と
父が有する。〔あるいは〕誕生による汚れは母のみが有し、父は沐浴によって清浄と
なる。」とある。［渡瀬 1991：170］
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決して支障をもたらしてはならない。

（ 1� ）＜適切な時間において＞（kāle）とは、〔例えば、〕昼などに、また、
食事なしで。

（ 2 �）＜不適切な時期において＞（akāle）とは、〔例えば、〕夜などに、
食事を終えた人などによって。

（ 3 �）「聖地に到着した人」というのが、〔祖先供養を行う〕ただ一つの
有資格者の条件なので、蝕（grahan

・
a）などの〔場合と〕同様にⅸ、

すべての状況において祖先供養は行われるべきである、という趣意
である。

（ 4 �）＜適切な時間において＞とは、例として述べられただけである。
（ 5 �）そしてそこにおいて、＜あるいは＞（vā）という言葉は、「海ある

いは偉大なるもの」（samudro vā mahāsattva）という〔文章の中に
用いられた〕ように〔捉えるべきである〕。

（ 6 �）しかし、ある者は言う。【異説】「＜不適切な時間＞という意味は、
新月の日などの祖先供養〔に適した〕時を除く場合であって、決し
て夜などのことではない。なぜなら、〔夜に祖先供養を行うことは〕
禁則に反する（矛盾する）からである。

（ 7 �）それゆえ、「聖地においては、あるいは〔儀礼に必要な〕物が入手
できたら、時間を考慮しなくてもよい。」（382偈）というデーヴァラ 
の言葉に関して、

《387》「時間を考慮しなくてもよい」とは、新月の日あるいは午後を
〔特に〕待つべきでないことを〔述べているのである〕。しかし、夜
などの禁止〔時〕は勿論避けるべきである。

と、『シューラパーニ』により説かれている。」

─ 160 ─

ⅸ	 蝕が生じるときに行う儀礼は、適時など他のどのような要因も考慮する必要がな
く、蝕のみが唯一の要因であり、他の要因の上位規定となっている。この点が聖地
における祖先供養と共通している。［Salomon 1985：332. fn.1］参照。
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【自説】〔それに対して〕述べる。
（ 1� ）それは、そうではない。祖先供養においてはすべての曜日（vāra）・

月齢日（tithi）に関して禁則はないので、臨時の儀礼（naimittika）
であるこの祖先供養において、要因（nimitta）ⅹにすぐ引き続いて生
じるもの（果報）がまさに得られ〔てしまう〕から、規定は無用で
あるからである。

（ 2 �）それなら、〔次のように〕述べれば〔よい〕ではないか、〔すなわち〕
【異説】「すべての曜日・月齢日において、祖先供養は〔行われる〕必
要はない（＝義務とはなっていない）のであるから、祖先供養が不
必要である月齢第一日などの時期においてでも、もしも〔その日に〕
聖地に到着したならば、祖先供養は必ずなされるべきである。

（ 3 �）それゆえ、＜不適切な時間＞とは、必要性〔について〕の意味で
述べられているのである。」と。

（ 4 �）【自説】これもまた、そうではない。まさに臨時の儀礼と決められ
ているので、要因があれば（整えば）必ず行わなければならないこ
とが決まっているからである。〔たとえば〕家屋火災時における献供

（gr
・
hadāhes

・
t
・
i）ⅺなどのような場合のように。

（ 5 �）またそれゆえに、＜不適切な時間＞というそ〔の言葉〕が〔何らかの〕
意味をもつためには、禁止〔時間〕とされた夜間などは、まさに〔不
適切な時間の〕例外という意味である（＝として扱ってよい）、とい
うのが適切である（正しい）。

（ 6 �）それ故、シャンカによって、「時間を考慮しなくてもよい」と一般
的に述べられたのである。

（ 7 �）また、『チトラパターマーハートミヤ』の中では、「夜であれ昼で
あれ」（384偈）と、まさに明白に述べられている。さらに、『ヴィシュ
ヌ〔・スムリティ〕』も、〔次のように述べている。〕

ⅹ	 特定の要因。この場合は、聖地到着直後に行われる祖先供養。
ⅺ	 Salomon によれば、家屋火災時に ks

・
āmavatī という献供を行うことが、Mādhavācārya 

の Jaiminīyanyāyamālāvistara. VI. 3. 2, p. 319に説かれており、ここでは臨時の儀礼の
例として挙げられている。［Salomon 1985：333. fn. 2］参照。
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《388》それ故、夕暮れに与えられたものは、ラークシャサたちによって、
盗られてしまうⅻ。〔太陽や月の〕蝕（grahoparāga）、太陽による
黄道上の宮の移動（sam

・
krānti）、聖地における祖先供養など〔にお

いて与えられたもの〕を例外として。

（ 1� ）それ故、もし偶然に（予期せずに）聖地へ到着した場合は、食事
後であれ、あるいは夜などであれ、祖先供養などがなされるべきで
ある、ということは確定的である。

（ 2 �）しかし、到着した日に、神に由来する、あるいは人間に由来する
支障があれば、その場合には、その翌日に祖先供養がなされるべき
である。

（ 3 �）しかし、「まさに〔聖地に〕到着した人によってすぐに行われるべ
きである」（381偈）と、到着後すぐになされるべきであることが述
べられており、また翌日においては、それ（そのような規定）がな
いので、新月の日においてスータカ（誕生に由来する汚れ）等の支
障があった場合に祖先供養を取り消しするように、この場合（間隔
があいた翌日）でも取り消しすべきであろう。

（ 4 �）しかし、欠日（ks
・
ayāha）�等に実践されなければならないもの（儀

礼）は、スータカ等の〔期間が終了した〕のちでも、適切である。〔な
ぜなら、〕

《389》もしその日が、スータカなどの何らか〔の不浄〕によって穢さ
れるならば、スータカ〔終了〕後に〔祖先供養を〕行うか、あるい
は〔翌月の〕まさに同じ日に〔行うべき〕である。

ⅻ	 不適切な時間や方法で捧げられた供物がラークシャサ（ラクシャス）に奪われて
しまうことは、『マヌ法典』に次のように説かれる。「守護を欠く祖霊祭をラクシャ
スどもは切り裂く」（ 3 .204cd）、「頭を覆って食べ、南を向いて食べ、あるいは靴を
履いて食べるとき、その食べた物をラクシャスが食う。」（ 3 .238）、「夜に祖霊祭をし
てはならない。夜はラクシャスのものと言われる。」（ 3 .280ab）
�	 欠日とは、太陽暦と太陰暦を整合させるために調整された結果、欠落する日のこ
とで、英訳では Death-day となっている。受講生の藤山覚一郎氏は「調整抹消日」
というわかりやすい訳を考えてくれた。

─ 158 ─
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云々と述べられているがゆえに。

（ 1� ）しかしこの場合には、〔何も規則を述べる〕言葉がないので、まさ
に取り消し（儀礼の中止）が適切である。

（ 2 �）このように、夜に、あるいはサンディヤー〔の時間〕に聖地に到
着したなら、〔儀礼は全く〕取り消されるべきである。なぜなら、夜
間とサンディヤー〔の時間〕においては祖先供養が禁止されており�、
また翌日は〔聖地〕到着の直後の時期ではないからである。

（ 3 �）もし新月などのように時間の規則があるのなら、そのようなこと
は正しいであろう。

（ 4 �）しかし、この場合、聖地に到着することが〔儀礼を執行する〕単
に要因とされることが述べられている。

（ 5 �）そして同様に、「要因があり、〔さらに〕障害がない場合には、臨
時の儀礼の執行が、まさに時間をおかずになされるべきである。」と
いうのが規則に相応しい時間である。

（ 6 �）それ故、誕生時の献供（jātes
・
t
・
i）のような支障がある場合は、時

間間隔をおいて〔儀礼が〕執行されることは禁止されていない。
（ 7 �）なぜなら例えば、「息子が誕生したら、ヴァイシュヴァーナラに12

個の器を捧げるべきである。」と規定される誕生時の献供は、誕生儀
礼（jātakarman）より前に行われると、誕生儀礼より前に乳を飲む
ことは禁止されているので、〔誕生時の〕献供や誕生儀礼などのあい
だの期間に、息子に不運が生じるがゆえに、〔また〕生きるための糧

（乳）が得られなくなってしまうがゆえに、まさに〔誕生〕直後に行

�	 サンディヤー（sandhyā）とは、「接合」（sandhi）の派生語で、昼と夜の接合時で
ある薄明時と薄暮時の時間、あるいはその時間に行われる太陽礼拝を意味する。朝
のサンディヤーは、日昇前の明るくなり始めたときから太陽が地平線の上まで昇り
きるまで、夜のサンディヤーは、太陽が地平線に接してから没しきって星が見える
ようになるまで、と言われる。再生族は毎日サンディヤーの礼拝をしなくてはなら
ないとされるが（『マヌ法典』 2 .101-102）、祖先供養を行うことは禁じられている。

『マヌ法典』 3 .280には次のように説かれている。「夜に祖霊祭をしてはならない。夜
はラクシャスのものと言われる。また〔朝と夜の〕サンディヤーのとき、および太
陽が昇りきったばかりのとき〔も行なってはならない〕。」［渡瀬 1991：121］
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うべきではない。その反対に、誕生儀礼より後に〔行うべきである〕、
と〔『ミーマーンサー・スートラ』〕第 4 巻に確定されているがゆえ
に。誕生儀礼のすぐ後には、〔父親は〕スータカにより不浄となって
おり、また要因がそろった直後〔の時間〕は除外されるからである。
しかし要因が生じているのであるから、完全に取り消すのは適当で
はないので、浄化の達成に従って、スータカの直後のパルヴァンに
行うべきである、と〔『ミーマーンサー・スートラ』のその後の章で
証明されている�。

（ 8 �）以上のように、この場合でも、時間を隔てて〔儀礼を〕執行する
ことは、禁じられていない。

（ 9 �）しかし、〔誕生に関する儀礼と聖地における祖先供養には、以下の
ような〕若干の差異がある。

（10�）その場合（誕生に関する儀礼）には、〔儀礼の〕最中に生じる支障
は必然的な（不可避の）ものであるが、この場合（聖地における祖
先供養）には、〔支障は〕偶発的（付随的）なものである。

（11�）しかし、〔何らかの〕支障のために祖先供養をしなかった人が〔聖
地の〕外に行った場合、〔彼が赴く所は〕聖地の様相を持つ場所では
ないので、それ（聖地）を原因とする祖先供養はまさに取り消される。
ちょうど、息子が死んだ場合、清浄性（pūtatva）などの果報の受け
取り手がいないがゆえに、誕生時の献供が、〔取り消されるように〕。

�	 この例に関して、Salomon は次のように解説している。「誕生時の献供は、臨時
の要素（誕生）が生じた直後に、それを行うのに支障がある時に、臨時の儀礼を行
わない場合の例である。すなわち、〔その支障とは〕子供は誕生儀礼が済んだ後でな
ければ母乳を飲むことができないという規則である。（もし誕生儀礼の前に誕生時の
献供が行われると、子供は二つの儀礼が済んだ後でないと飲むことができなくなり、
その間に病気になるか死んでしまうかも知れない。）同様に、この場合でも、〔聖地
到着後すぐに、という〕特定の臨時の要素による祖先供養〔執行〕の規定は、基本
的に、祖先供養のための特定の時間と結びついているのではなく、祖先供養そのも
のに〔結びついている〕。ジャイミニ（Mīmām

・
sāsūtra IV. 3 .16.39）の言葉では、「事

象（息子の誕生）と付随事項（誕生献供）の結合関係は、（儀礼の時間ではなく）臨
時の要素を示している。」それゆえ、祖先供養は聖地到着後できるだけ早く行うべき
であるが、もし何らかの支障が生じたならば、必ずしも到着直後に行う必要はない。

［Salomon 1985：335. fn. 2］
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（12�）もし、自分の意思でまさに祖先供養をしなかった人が〔聖地の外に〕
行った場合は、罪を犯すことになろう。なぜなら、人間としての悪
行であるからである。

（13�）しかし、支障が意図的でない場合は、罪を犯したことにはならない。
というように、差異はこの程度である。

（14�）もし夜間やサンディヤーであっても、聖地に到着したら、先述し
た文章（382偈以降）の力により禁則を取り消して、まさにその時に
祖先供養を〔行うべきである〕、とまさに述べられた。

（15�）沐浴、剃髪、断食などにおいても、まさにこれが全て〔に適用される〕
規定である。〔祖先供養の場合と〕要因が同じであるからである。す
なわち、『プラバーサカンダ』（Prabhāsakhan

・
d
・
a）において〔以下の

ように説かれている〕。

《390》曜日（vāra）も、星宿（naks
・
atra）も、時間（kāla）も、そこ（聖

地における祖先供養）において要因ではない。いつでも聖地が見ら
れたとき、千のパルヴァン（多くの祖先供養の機会）が〔ある〕。

（ 1� ）【自説】そしてそれゆえ、聖地における祖先供養においては、月齢
日、曜日、星宿などに関して述べられた禁則はない、という趣意で
ある。

（ 2 �）そして、それに関する禁則を、ガールギヤ（Gārgya）は、〔以下
のように述べている〕。

《391》ナンダー（nandā、半月における第 1 日目、第 6 日目、第11日目）
に、金曜に、第13日目に、〔あるいは〕 3 つの誕生に関する時期に、

〔といった〕これら〔の時期〕に、家長は祖先供養を行うべきでは
ない。〔何故なら〕息子と財産とを失ってしまうからである。

（ 1� ）＜ 3 つの誕生に関する時期に＞とは、誕生〔時〕の日と、星宿と、
星、において〔、という意味である〕。

『ブリッダガールギヤ』において、〔次のように説かれている。〕
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《392》prājāpatya（月宿第 4 日目）や、paus
・
n
・
a（月宿第27日目）や、

pitrarks
・
a（月宿第10日目）や、bhārgava（金曜）におけるにも関

わらず、祖先供養を執行する者（家長）の息子は死んでしまう。

（ 1� ）prājāpatya とは rohinī（月宿第 4 日目）のことである。
（ 2 �）paus

・
n
・
a とは revatī（月宿第27日目）のことである。

（ 3 �）pitrarks
・
a とは maghā（月宿第10日目）のことである。

『〔マハー〕バーラタ』において、〔次のように説かれている。〕

《393》人は、〔自分が〕誕生した月宿においては〔祖先供養を〕行うべ
きではない。pros

・
t
・
hapadā（pūrva-bhādrapadā, uttara-bhādrapadā

の両月宿日）と āgneya の月宿において、〔祖先供養を〕行うべきで
はない、おお、バーラタよ。全ての dārun

・
a と pratyara の時期にお

いて、〔祖先供養を〕避けるべきである。
（Mahābhārata 13. 107. 119c-120b）

（ 1� ）āgneya とは kr
・
ttikā（月宿第 3 日目）のことである。

（ 2 �）dārun
・
a とは、ārdrā（月宿第 6 日目）、āśles

・
ā（月宿第 9 日目）、

jyes
・
t
・
hā（月宿第18日目）、mūla（月宿第19日目）のことである。

（ 3 �）pratyara とは、〔自分の〕生まれの星宿から〔数えて〕、 5 番目と
14番目と23番目のもの（星宿）である。

（ 4 �）これらの言説は、ヘーマードリ（Hemādri）をはじめとする者た
ちによって、プレータ・シュラーッダ（pretaśrāddha）ⅹⅵにおける禁
則を述べるものとして受け取られているが、ある者たちによって、

〔これらの言説は、〕シュラーッダにおける一般的な禁則を述べるも
のとされているので、ここで例示したのである。

（ 5 �）同様に、ピンダの献供（pin
・
d
・
adāna）ⅹⅶに関しても、禁則は〔聖地

においては適用されない〕。

《394》太陽（日曜）、火星（火曜）、第13日目、および、nandā、ブリ
グ（金曜）、および、maghā においては、ピンダの献供、泥を用い
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た沐浴（mr
・
dāsnāna）ⅹⅷ、ゴマ入りの献水儀礼（tilatapan

・
a）を行う

べきではない。（339偈と同じ）

『ラーマカウトゥカ』（Rāmakautuka）において、〔次のように言われて
いる。〕

《395》ナンダー（nandā）、アシュヴァ（aśva）、カーマ（kāma）、ラヴィ
（ravi）、アーラ（āra）、ブリグ（bhr

・
gu）、アグニ（agni）、ピトリ

（pitr
・
）、カーラバ（kālabha）において、また、ガンジャ（gañja）、

ヴァイドリティ（vaidhr
・
ti）、パータ（pāta）〔の日〕においては、

息子を望む人々によってピンダは避けられるべきである。

（ 1 ）ナンダーとは第 1 日目（新月）、第 6 日目、第11日目である。
（ 2 ）アシュヴァとは第 7 日目である。
（ 3 ）カーマとは第13日目である。
（ 4 ）ラヴィとアーラとは、〔それぞれ〕日曜と火曜である。
（ 5 ）ブリグとは金曜である。
（ 6 �）アグニ、ピトリ、カーラバとは、〔それぞれ、月宿の〕クリッティ

カー（kr
・
ttikā）とマガー（maghā）とバラニー（bharan

・
ī）であるⅹⅸ。

ⅹⅵ	プレータ（preta）とは、Skt. 辞書（Apte）によれば、1 . The departed spirit before 
obsequial rites are performed 2 . A ghost, evil spirit. 3 . The inhabitant of hell. 4 . 
The manes. となっているが、人がどのような状況でプレータになるのかには異説が
ある。ここでは田中於莵彌先生による一般的な解釈を挙げておく。「人間が死ぬと、
その霊魂は肉体を離れ、プレータ（亡霊）となって、焼場や軒下などを浮遊しているが、
死後十一日目に息子が祖霊祭を行うことによって、プレータはピトリ（祖霊）とな
り神としてあがめられる。プレータは不吉なものと考えられるが、ピトリは吉祥（マ
ンガラ）なものとされる。プレータは祖霊祭によってピトリとなるのであるが、祖
霊祭を行ってもらえないプレータは、ブータ（鬼、妖魅）となり、常に腹をすかせ
て彷徨を続けなければならない。プレータはシヴァ神の従者ともいわれている。漢
訳仏典では、プレータを餓鬼と訳しているが、ヒンドゥー教的にいえば、餓鬼はむ
しろブータにあたるわけであろう。」［田中 1991：131］
ⅹⅶ	ピンダとは、祖先供養の際に捧げられる団子のこと。
ⅹⅷ	Salomon の英訳では、bathe with earth となっている。
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（ 7 ）ガンジャとヴァイドゥリティとは〔特別な〕結合であるⅹⅹ。
（ 8 ）パータとはヴィヤティーパータ（vyatIpAta）であるⅹⅺ。

『カールシュナージニ』（Kārs
・
n
・
ājini）は〔次のように述べている〕。

《396》結婚（vivāha）、誓願（vrata）、剃髪（cūd
・
ā）〔の儀礼〕におい

ては、〔それぞれ、その後の〕一年、半年、その半分（ 3 か月）は、
ピンダの献供や泥を用いた沐浴やゴマ入りの献水儀礼（tilatapan

・
a）

を行うべきではない。その他のどのような吉祥な時期〔の後〕にも、
〔儀礼の〕執行者のピンダの献供は、ガルガ（Garga）などの偉大
な人々によって、 1 か月間は行われることが禁じられている。

『マヌ〔法典〕』（Manu［smr
・
ti］）は〔次のように述べている〕。

《397》夜において、祖先供養を行うべきではない。なぜなら、それ
（夜）はラークシャサのものであると言われているから。またまさ
に、両方（朝と夜）のサンディヤーの時と、ちょうど太陽が昇った
時〔も行ってはならない〕。

（Manusmr
・
ti 3 . 280）

『ヴァーユ・プラーナ』（Vāyupurān
・
a）において、〔次のように述べられ

ている〕。

《398》しかし、夜の 3 ムフールタ（muhūrta）ⅹⅻの間、祖先供養を避

ⅹⅸ	クリッティカーは月宿の第 3 番目、マガーは月宿の第10番目、バラニーは月宿の
第 2 番目である。
ⅹⅹ	 ガンジャもヴァイドゥリティも、天体における太陽と月の結合で、不吉であると
され、ピンダの献供はなされない。
ⅹⅹⅰ	ヴィヤティーパータは、新月が火曜日に当たり、その時の星宿がシュラーヴァナ、
アシュヴィン、ダニシュター、アールドラー、あるいはアーシュレーシャーになっ
ているもので、不吉であるとされる。
ⅹⅹⅱ	ムフールタは時間の単位。 1 ムフールタは48分。
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けるべきである。サンディヤーの前後のときには、祖先への礼拝
（pitr

・
pūjā）を決して行うべきではない。その時間はアスラ性のも

のであると言われている。それゆえ、祖先供養は避けられるべきで
ある。

などと〔言われている〕。

（ 1� ）閏月（malamāsa）ⅹ�においてさえも、聖地での祖先供養は行われ
るべきである。

　《399》閏月において、恒常と臨時の祖先供養を行うべし。

と、ジャーバーリ（Jābāli）の言葉にあるように。

《400》篤信の者は、恒常と臨時〔の儀礼〕を、閏月に行うべし。同様
に、祖先供養とガジャチャーヤー（gajachāyā、象の影）ⅹ�およびプ
レータの供養も。

（Br
・
haspati 149）

と、『ブリハスパティ』（Br
・
haspati）の言葉にもあるように。

（ 1� ）そして、これは、〔すなわち〕食事を済ませた者などの、サンディ

ⅹⅹⅲ	太陽太陰暦の調整により、通常の12か月のあいだに付け加える月のことで、原義
は「不浄の月」（マラ・マーサ）である。この期間中には宗教行事や儀礼は行っては
ならないとされるが、一方、この期間にこそ特定の儀礼を行うことにより、普段に
倍する積善の効果が得られるという考えもある。［宮本 2003：153］
ⅹⅹⅳ	象の影とは、天文学上の特別な時を指す言葉で、月齢第13日目で、月がマガー

（maghā）、太陽がハスタ（hasta）の星宿にある時のことをいう。［Salomon 1985： 
499-500］ 『マヌ法典』にも、供物の効果を説くところに記述がある。「雨季のマガー
星宿のもとにある第十三日目に、何であれ蜂蜜を混ぜた物を与えれば、それもまた
不滅となろう。〔そのとき次のように言うべし〕「第十三日目の、象の影が東に落ち
る時刻み、我らに蜂蜜と酥油を混ぜた牛乳粥を与える者が我らの家に生まれますよ
うに」と。」（ 3 . 273-274） ［渡瀬 1991：120］
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ヤーにおける、夜における、閏月における、そして汚れによって不
浄となった者の、沐浴や祖先供養などの規定は、不意に聖地に到着
した者を対象とするものであって、意識的に〔到着した者〕を対象
とするものではない。

（ 2 �）なぜなら、聖地への到着という要因は、人間の努力によって成就
されるものであるので、蝕などとは異質のものであるがゆえに。

（ 3 �）それゆえ、〔人は〕まさに禁止されていない時期に、意識的に聖地
に到着すべきである。

（ 4 �）しかし、不意に到着した場合は、禁止された時期であっても、蝕
や子供の誕生などの場合のように、沐浴や祖先供養などを行うべき
である、というのが〔この場合に〕意趣されていることである。

（ 5 �）そしてこれは調理されない食事と金を伴った祖先供養を対象とす
るものである。

（ 6 �）まさにこのようなものであれば、以前に述べられた言葉が意味を
もつようになるがゆえに。

（ 7 �）一方、夜や 2 回のサンディヤー〔の時期〕や、食事を済ませた者
が聖地に到着したときには、〔調理された〕食事〔を伴う〕祖先供養
は、その翌日に〔行うべきである〕。

（ 8 �）しかし、聖地に到着したときが、不浄であった場合は、不浄が終
了したときに〔行うべきである〕。

（ 9 �）なぜなら、そのときであっても、聖地との関係が存在するので、
蝕などとは異質のものであるがゆえに。

（10�）しかし、閏月に聖地に到着した場合は、遅延は禁止されているので、
そのときに祖先供養を行い、清浄な月にもまた〔祖先供養を〕行う
べきである。

（11�）なぜなら、聖地への到着はそのとき（清浄な月）にも存在するので、
時期も清浄なので、果報が倍増するがゆえに。

《401》〔人は〕各ユガ（yuga）ⅹ�開始日の祖先供養と、毎月の〔祖

ⅹⅹⅴ	ユガは時間の単位。世界の創造から破壊にいたるまでの周期は、 4 つのユガと呼
ばれる期間から構成される。詳しくは、［橋本ほか 2005：70-71］参照。
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先供養〕と、月の後半部の〔祖先供養〕と、各マヌヴァンタラ
（manvantara）ⅹⅹⅵ開始日の〔祖先供養〕と、聖地の〔祖先供養〕を、

2 つの月（閏月と清浄な月）においても行うべし。

と、『スムリティチャンドリカー』（Smr
・
ticandrikā）に書かれた言葉に

よるがゆえに。

（ 1� ）ここで、＜月の後半部〔の祖先供養〕＞とは、それぞれの月
の黒半月の祖先供養であり、マハーラヤの祖先供養（mahālaya-
śrāddha）ⅹⅹⅶではない。それはここ（閏月の期間）では禁止されてい
るがゆえに。

（ 2 �）そして、この文言（401偈）は、両方（ 2 つの月）において聖地に
到着することを対象としてはいない。なぜなら、その場合、まさに
これと異なることによって、祖先供養が成就することになり、聖地
に関するそれ（祖先供養）という言葉が無意味になってしまうとい
う過誤があるがゆえに、ということが〔ここで〕意趣されている。

（ 3 �）祖先供養に相応しいブラーフマナについての特例が、『デー
ヴィー・プラーナ』（Devīpurān

・
a）に、〔次のように説かれている〕。

《402》聖地においては、〔人は〕決してブラーフマナを選定（査定）して 
はならない。食べ物を欲する者（ブラーフマナ）が得られたら、〔そ
の者に〕食事が与えられるべきである、と『マヌ〔法典〕』は述べるⅹⅹⅷ。

『パドマ・プラーナ』（Padmapurān
・
a）では、

《403》聖地においては、ブラーフマナを選定してはならない。時を考
慮すべきではない。知者は、いつでも聖地に到着したその時にこ

ⅹⅹⅵ	マヌヴァンタラは時間の単位。プラーナ聖典などでは、1 劫（カルパ、43億2000万年）
を14のマヌヴァンタラ（マヌ期）に分け、それぞれのマヌ期の初めに人類の始祖マ
ヌが現れ、神々の助力を得て世界を創造していくとされる。［橋本ほか 2005：71］
ⅹⅹⅶ	マハーラヤはバードラパダ月の黒半月の期間に行われる特別の祖先供養で、閏月
に行うことは禁じられている。［Salomon 1985：504-505］
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そ、祖先供養を行うべし。

『スカンダ・プラーナ』（Skandapurān
・
a）では、

《404》聖地においては、再生族は選定されるべきではない。もし〔彼
が〕食べ物を欲する者であれば、まさに食べ物が与えられるべきで
ある。

（Kāśīkhan
・
d
・
a 6 . 58a-b）

《405》そしてこれは、祖先供養を〔行うに〕値するブラーフマナがい
ない場合における〔他のブラーフマナへの〕許可を意味している。
その場合でも、ただ徳質によって〔ブラーフマナを〕選定しては
ならない。しかし、パーティッティヤ（pātitya、カーストの下降・
脱落）ⅹⅹⅸなど過度の過失を犯している者は、まさに避けられるべき
である。

と、『スムリティラトナーヴァリー』（Smr
・
tiratnāvalī）の著者は述べて

いる。

《テクスト》
Salomon, Richard （critically edited and translated）, 1985, The Bridge to 

the Three Holy Cities: The Sāmānya-praghat
・
t
・
aka of Nārāyan

・
a Bhat

・
t
・
a’s 

Tristhalīsetu. Delhi: Motilal Banarsidass.

ⅹⅹⅷ	『マヌ法典』 3 . 243では、次のように説かれている。
　brāhman

・
am

・
 bhiks

・
ukam

・
 vāpi bhojanārtham upasthitam,

　brāhman
・
air abhyanujñātah

・
 śaktitah

・
 pratipūjayet.

　「ブラーフマナあるいは乞食者が食べ物を求めてやって来たときは、〔祖霊祭に参
列している〕ブラーフマナたちの許しを得て、最善を尽くしてもてなすべし。」［渡
瀬 1991：116］
ⅹⅹⅸ	パーティッティヤとはパティタ（patita）すなわち「一定の重罪を犯したことによっ
て正当なヴェーダ＝ダルマの世界から脱落した者」［渡瀬 1991：435］からの派生語
で、カーストの下降あるいは脱落を意味する。
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